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文部科学省 スポーツ青少年局（現スポーツ庁） 体育科教科調査官
※学習指導要領の作成．周知・管理

日本体育大学 体育学部 教授

○体育科教育・教職教育

ＪＩＣＡ（青年海外協力隊）体育分野技術顧問

ウガンダ共和国を拠点にアフリカでの体育科教育の成功モデル

○体育分野の隊員の選考・配置，国際開発の戦略

ウガンダ共和国へのつながり

日本の体育科教育を導入したい国が激増



2. 活動概要

•目的

ウガンダ共和国の小学校体育の
指導資料策定・教員への研修を
通して、体育の普及の支援

•背景

Sport For Tomorrow (スポーツ・フォー・トゥモロー）事業

日本は2020年までに世界100 か国1,000 万人以上の子ども達にス
ポーツの喜びを届ける
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全ての人にとって、豊かなスポーツライフを

課題解決（達成感）

運動の楽しさや喜び

運動との多様な関わり（特性）

日本の体育が目指すものは

運動やスポーツの価値を知り、生涯にわたって自分に合った運動との
関わり方で末永く親しむ人

日本型教育の体育



ウガンダ共和国の体育の状況

◆用具がほとんどない
◆１クラスの人数が多すぎる
◆教員のモチベーションが低い

課題の発見

座学偏重の教育 指導方法を知らない

体育の意義・効果の理解 指導法の理解・実践力の育成

子どもたちの動きが開発されていない

アフリカの子
どもは運動が
堪能だろう

教師が100人変われば，子どもは10000人以上が好影響を受ける



•プロジェクト内容

1. 小学校の教員が使用する指導資料の作成

日本（理想）とウガンダ（現実）の教員が協力し，

実現可能な指導資料の作成を目指す

2.体育指導の研修（指導資料の活用含む）の実施

現地ワークショップや日本で

の研修で授業実践指導

体育授業がスタートするための支援



3.プロジェクトの実践

体育指導資料の作成

陸上運動・ボール運動領域
指導資料作成プロジェクト（広島県・滋賀県・徳島県の小学校教員）



3.プロジェクトの実践

体育指導研修の実施

ウガンダにおける教員向けワークショップ

日本における教員向けワークショップ（７名来日）

パイロット
（3校）

体育の意義・内容（講義・演習）
授業づくり（実技を通して内容の理解・授業の工夫）

滋賀県の小学校
（２校）

日本体育大学
都内小学校

体育の意義・内容の復習（講義）
授業づくりの観察（授業を通して内容の理解）

指導案づくり（演習）
模擬授業の実施（実践を通して内容の理解・授業の工夫）
授業の省察（協議会により，授業改善）



ウガンダで教員向け
ワークショップ



4.プロジェクトの成果・課題

成 果

＜指導資料の作成を通して＞

・教育としての体育の価値の共有（体育の指導内容（技能だけでない）の理解）
・単元計画・授業細案の作成（事前の準備・計画の仕方の理解）
・模擬授業を通した授業実践（体育指導の実践的な理解）

＜体育指導研修を通して＞

・日本とウガンダの体育指導の相互理解（互いの良さの発見）
・ウガンダＮＣの内容整理と実現可能な指導の提供（効果的．効率的な指導）

リーダーの育成 学内や近隣の学校への普及活動



4.プロジェクトの成果・課題

課 題

・ウガンダ教員のモチベーションや指導力の維持・向上

・ウガンダ現地と連携した持続可能な普及の方法

一過性な事業実施に終わらないために

育ち始めた芽をどのように伸ばすか



5. 今後の展望（事業期間中に）

❖ 指導資料の送付・オンラインワークショップを通した指
導方法の伝授（ＤＶＤの作成含む）

❖ 各教員の学校での実践のフォローアップ

❖ 実践報告会の開催

（他のEDU-Port事業とのコラボの可能性）

❖ 普及に向けたコンサルティング

（ワークショップやミーティングを通じた学内外への普及）



日本の体育科教育の国際化への可能性

✓ 体育の3つの指導内容に基づく，子どもの力量形成

✓ 日本型研究授業（教師の協働的な学び）の国際有用性

✓ 教材の工夫を生かした環境に応じたグローバルな視点



最後に

・現地の実態や想いからスタートする

日本の知識や技術と現地の良さを
活かした活動

・目的の明確化，関係性の構築


